
消毒します。 針カバーを外します。 注射器を斜めに刺します。

内筒を押します。 注射器を注射部位から離します。 アルコール綿で押さえます。
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注射する場所は、腹部（おなか）、
大腿部（太もも）です。
※へその周り5cm程度は避けて
　注射してください。

ご家族の方が注射される場
合は、上腕部（二の腕）に注射
することもできます。

アルコール綿で注射する場所とそのまわりを
広めに消毒します。

片手で外筒を持ち、もう一方の手で針カバーを
まっすぐ引いて取り外してください。ご自分で針
カバーを外せない場合は補助具を使用してください。

消毒した場所の皮膚を軽く
つまんで、注射針を斜めに
すばやく刺します。

注射器をしっかり持ち、内筒を
ゆっくりと、最後までしっかり押
し切ります。

注射器内の薬液が空になったら、内筒を押して
いる指の力をゆっくりとゆるめてください。
針が皮膚から抜けて自動的にカバーされます。

注射針を抜いた後、アルコール綿で10秒程度
軽く押さえてください。使い終わった注射器
は、使用済み注射器入れに廃棄してください。

上腕部（二の腕）

注射する場所（部位）

外筒

45度

最後まで
しっかり
押し切る

3 上から見た図

斜め
（およそ45度）

使用済み注射器入れに
収納します。

オレンシア®・ノートの
「体調チェックシート」に記録を付けます。1 2

フタを開け、使用済み
注射器を収納してくだ
さい。ロックされるま
でしっかりフタを閉め
てください。
廃棄の方法については
病院・医院の指示にし
たがってください。

体調チェックシートは、体調の自
己管理だけでなく、主治医や看
護師にとっても参考になりま
す。診察時にお持ちください。

腹部（おなか）

大腿部（太もも）

針カバーを外す際や注射器を刺す際、
・ 内筒（右図　　）を押したり、引いたりしないでください。
・ 青色部分（右図　 ）に触れないでください。
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注射器内の薬液が空になったら、内筒を押して
いる力をゆっくりとゆるめてください。針が皮膚
から抜け、自動的にカバーされます。

注射針を抜いた後、アルコール綿で10秒程度
軽く押さえてください。

注射器と補助具を注射部位から離します。

アルコール綿で押さえます。

白いレバーを開け、注射器を外して使用
済み注射器入れに廃棄してください。

注射器を外します。

注
射
の
し
か
た

補助具をアルコール綿で消毒します。白い
レバーを開いてレバーの内側も消毒して
ください。

消毒した場所の皮膚を軽くつまん
で、注射針をまっすぐに刺します。

補助具をしっかりと持ち、もう一方
の手で内筒をゆっくりと最後まで
しっかり押し切ってください。

補助具を用意し消毒します。

アルコール綿で注射する場所とそのまわり
を広めに消毒します。

消毒します。

注射針をまっすぐに刺します。 注射します。

1

7

8 9

4
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まっすぐ

白いレバーを回転させて、元の位置に戻し
てください。すると、レバーを元に戻すのと
同時に、針カバーがゆっくりと外れます。

補助具は必ず白いレバーを180°回転
させて開いてください。必ず、外筒を持って
注射器をセットしてください。このとき、
注射器のつばもとが溝にしっかりはまる
ようにしてください。

レバーを戻します。
3

注射器をセットします。
2

つばもと
外筒

使用済み注射器入れに
収納します。

オレンシア®・ノートの
「体調チェックシート」
に記録を付けます。

1 2

フタを開け、使用済み
注射器を収納してくだ
さい。ロックされるま
でしっかりフタを閉め
てください。
廃棄の方法については
病院・医院の指示にし
たがってください。

体調チェックシートは、体調の自己
管理だけでなく、
主治医や看護師
にとっても参考
になります。
診察時にお持ち
ください。

針が刺さったかど
うか確認してから
内筒を押します。

人さし指で内筒を
押すことができる
場合は、それでも
構いません。

注
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補助具に注射器を
セットする際、青色
部分（下図　 ）に触
れないでください。

補助具を使用しても針カバーが外れなかった場合に
は、白いレバーを戻さずに、手で針カバーを外してく
ださい。手でも外れない場合には、無理に外そうとせ
ず本剤を受け取られた医療機関へお申し出ください。

皮下注シリンジ 自己注射手順ガイド（補助具を使う場合）ダイジェスト版 ※注射の準備ほか、詳しい手順については
　「自己注射ガイドブック」をご参照ください。


